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［包丁研磨の現状］
　食肉加工の解体等で使用する包丁は、毎日作業後に研磨が必要である。現状ではどのような

方法でおこなわれているのかを挙げると、

1　社内に研磨職人が在籍しており作業している

2　包丁研磨会社に依頼している

3　社員（研磨の素人）が作業後に研磨している

大きく 3 つに分けられるが、それぞれに問題を抱えている。

図 1：食肉加工現場でよく使用される包丁

［現状の問題点］
 それぞれに共通する問題点として、以下の 3 点が挙げられる。

・包丁研磨職人不足している

・社員の超過労働

・研磨後の包丁の品質

包丁研磨職人の高齢化や後継者不足により職人が減少しているため、様々な弊害が起こってい

る。この研磨職人の減少は、研磨技術の継承ができていなかったことに起因していると考えら

れる。

包丁研磨作業の問題を劇的解決

多品種包丁研磨ロボット　とぎロボ Version2

株式会社ニッコー
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［技術継承］
　「技術継承」とは、事業継続のために後継者にスキルや知識を伝え、未来に受け継いでいく

ことであるが、物事に対する方法や手段のことで数値化やマニュアル化できる「技術継承」と、

技術を使いこなすために必要な能力で暗黙知や勘・コツ・五感といった経験値の割合が大きい

「技能継承」とに分かれる。

　包丁研磨は「技能」にあたるため、継承が難しく進んでいないのが現状である。

　解決策として、「ロボットや装置も活用する」ことが挙げられる。

　弊社では、包丁研磨技術継承問題の解決策として、自動包丁研磨機を提案するものである。

図 2：技術継承イメージ

［自動包丁研磨機］
　弊社が開発した多品種包丁研磨ロボット「とぎロボ Version2」は、研磨する包丁をターンテー

ブルにセットして、スイッチをオンするだけで、ロボットが自動で荒研ぎと仕上げ研ぎを行う。

1 度に最大 40 本をセットでき、1 本あたり平均約 90 秒で研磨する。（研磨時間は設定により異

なります）
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図 3：多品種包丁研磨ロボット「とぎロボ Version2」

［本装置の特長］
　装置の特長として以下の 6 つ挙げられる。

1　作業員を問わずに操作が簡単にできる

2　1 本平均約 90 秒のスピード研磨

3　機械的に力をかけるので均一な仕上がりになる

4　切れ味がよく、持続する

5　使用者にわかりやすい画面表示

6　3 品種まで細かく設定ができ、品種を呼び出してすぐに研磨ができる

お客様から使用中の包丁の種類・研磨状況・研磨条件等を聞き取り、弊社でサンプル品の研磨

テストにより、最適な研磨プログラムを作成してご提案している。
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図 4：とぎロボの作業工程

図 5：使いやすいインターフェイス

［装置導入のベネフィット］
1　包丁の品質が安定する・・・刃の形状が一定の仕上がりで消耗が減少し長持ちする

2　包丁のロットが少なくて済む・・・外注に依頼するタイムロスがなくなるため

3　�誰でも操作できる・・・専任スタッフをつけなくても作業できるため、人員配置の心配が

なくなる

4　労働環境の改善・・・社員の超過勤務が減少する、研磨作業での怪我がなくなる

［まとめ］
　多品種包丁研磨ロボット「とぎロボ Version2」は、包丁研磨技術の継承問題を解決でき、

職人や研磨会社に依頼することなく、自社で高い品質の研磨が可能になる装置であるといえる。
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近年、全国の食肉加工現場では本装置の導入が進んでいる。今後もさらに現場に定着すること

を期待している。
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　2025 年度（令和７年度）は、次のような事業を実施しました。

１　国等の助成事業
（１）　JAMTI 関係

①　食肉処理施設実態調査（農林水産省委託事業）（令和７年度）

　食肉処理施設の再編整備等の参考資料とするため、食肉処理施設の経営状況、処理上の問

題点と対応等についてアンケート方式で調査・分析を行い、食肉処理施設実態調査を取りま

とめた。

②　海外ハラールと畜技術等調査推進事業（JRA 事業）（令和６年度～８年度）

　本事業では、海外のハラール牛肉輸出を巡る状況、海外のハラール輸出先国が定めると畜

技術等の状況調査の参考とするため、国内ハラールのスローターマンの確保対策等の調査を

実施するとともに、海外ハラール認証の概要を取りまとめた。

　海外調査については、令和７年７月 19 日〜 26 日にオーストラリア、令和７年 11 月１日

〜 11 月９日に米国を訪問し、ハラールと畜の法制度やハラールと畜方法等を調査した。

③　AW 対応豚電気スタニングシステム検討事業（JRA 事業）（令和７年度～９年度）

　豚のと畜において、電気スタニングの腹乗せコンベアに乗る際、豚がストレスで悲鳴を上

げ、と畜作業の遅れとアニマルウェルフェア（AW）上の問題を生じることから、豚の電気

スタニングシステムの改善を図るため、豚の追い込みから腹乗せコンベア、電気スタニング

までの工程を調査し、AW 上の問題点や課題を調査した。

　また、電気スタニング装置までの豚の動きを撮影するとともに、豚の唾液や放血時の血液

を採取し、ストレス物質等を計測し、ストレス軽減策等を検討した。

④　輸出施設 AW 研修システム等調査検討事業（JRA 事業）（令和７年度～９年度）

　本事業では、国際獣疫事務局（WOAH）が 2024 年５月の総会で「と畜時のアニマルウェ

ルフェア（AW）」規約が改正され、これをベースに AW の対応が求められることとなった

ことから、わが国の食肉輸出施設においても国際的に対応できる AW の研修及び監査シス

テム等を検討するとともに、海外調査として、令和７年９月 27 日～ 10 月４日にオランダを

訪問し、AW 監査システム等を調査するとともに、その報告会を令和８年２月 10 に行った。

　また、AW 監査システムの専門家である米国の監査人認定機関（PAACO）の監査人を令
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和８年１月 25 日～ 31 日に招へいし、わが国における監査システム等についてセミナーを開

催した。

（２）　食肉生産技術研究組合関係

①　牛の背割りの自動化・効率化に関する研究開発事業（（公財）伊藤記念財団事業）

� （令和 5 年度～７年度）

　熟練作業者の高齢化等を背景に、食肉処理施設から牛の背割作業の自動化の要請があるこ

とから自動背割り機の研究開発に取り組んだ。

②　血斑低減頭部保定式スタニング装置開発事業（JRA 事業）（令和５年度～７年度）

　血斑を低減するには牛の頭部への正確なスタニングが不可欠であるため、スタニングボッ

クスで頭部を正確に保定するための頭部保定式スタニング装置の開発を行った。

２　その他
〇中小企業経営強化税制に係る証明書発行事業

　当センターは、「中小企業経営強化税制」に係る投資減税に必要な証明書発行機関として、

食肉処理施設等の近代化を図るために必要な機械・施設についての証明書を本年度は５件発行

した。
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あ　と　が　き
　令和７年（2025 年）は、イスラエル紛争、ロシアのウクライナ侵攻、円安、飼料価格の高

止まりに加え、米国のトランプ大統領による関税引き上げに翻弄された年でした。

　さて、今回の本誌では、農林水産省食肉鶏卵課課長補佐の香川様から、生産流通の重要な拠

点である食肉処理施設に関し、「我が国の食肉処理施設の現状と課題」と題して、また、厚生

労働省食品監視安全課輸出先国規制対策室室長の小島様から、牛肉の輸出条件の変更やハラー

ル対応が必要な国への対応に関し、「最近の輸出畜産物に係る動向について」と題して特別寄

稿をいただきました。

　これに加え、食肉センター情報としては、IH ミートパッカー株式会社十和田ビーフプラント、

日本フードパッカー株式会社道南工場、（株）熊本中央食肉センター・株式会社杉本本店、株

式会社にし阿波ビーフ、さらに、研究組合の研究開発情報では、株式会社前川製作所、花木工

業株式会社、マトヤ技研工業株式会社、前田建設工業株式会社、株式会社ニッコーの皆様から

最新の情報についてご執筆をいただきました。

　いずれのご寄稿も大変お忙しい中、ご執筆いただきました。ご寄稿いただきました皆様には、

改めまして心からお礼申し上げます。

　今後とも、皆様のお役に立てるよう編集してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお

願いいたします。


